「わからない」ことを「決めること」について

安楽死・尊厳死を考える――慎重・反対の立場から
　　　　　　　　　　　　野崎泰伸（立命館大学生存学プロジェクト(＊)研究員）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(＊)http://www.arsvi.com/index.htm
１　いわゆる「植物状態」とはどういう状態かについて――「蟻の兵隊」より

２　「わからない」が正解

　■本人に意識がない以上、死にたいかどうかはわからない

　■だから周りが判断する、しかし…

　■リビングウィルも結局、「周りが判断する」ということと同じでありうる

３　「わからない」のに「わかったふりをする」ということ

　■社会による病気や障害のとらえ方の歴史

　■障害はないにこしたことがないのか

４　障害・病、＜異なる身体＞を生きるということ

　■適切なサポートがあれば生きられる

　■＜異なる身体＞を生きて――何人かの例

　■どんな状態であっても、生きることを肯定するということ
